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平 成 ２ ８ 年 度 当 初 予 算 施 政 方 針  

 

（ は じ め に ）  

平 成 ２ ８ 年 都 城 市 議 会 ３ 月 定 例 会 の 開 会 に 当 た り 、 市 政 運

営 に 対 す る 基 本 的 な 考 え 方 に つ い て 、 所 信 を 申 し 述 べ ま す と

と も に 、平 成 ２ ８ 年 度 当 初 予 算 の 大 要 を 御 説 明 申 し 上 げ ま す 。 

さ て 、 我 が 国 経 済 を 見 て み ま す と 、 い わ ゆ る 、 ア ベ ノ ミ ク

ス の 各 種 政 策 の 推 進 等 に よ り 、 緩 や か な 回 復 基 調 が 続 い て お

り ま す 。こ う し た 状 況 の 下 、政 府 は 、「 希 望 を 生 み 出 す 強 い 経

済 」、「 夢 を つ む ぐ 子 育 て 支 援 」、「 安 心 に つ な が る 社 会 保 障 」

の 実 現 に 向 け 、「 一 億 総 活 躍 社 会 の 実 現 に 向 け て 緊 急 に 実 施 す

べ き 対 策 」 を 取 り ま と め ま し た 。 今 後 、 地 方 は 、 こ の よ う な

考 え 方 も 踏 ま え 、 様 々 な 施 策 に 取 り 組 む こ と と な る と 考 え て

お り ま す 。  

こ う し た な か 、 私 は 、 市 長 就 任 後 、 一 貫 し て 、 特 に 、 本 市

が 持 つ“ ３ つ の 宝 ”、す な わ ち「 基 幹 産 業 で あ る 農 林 畜 産 業 」、
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「 都 城 の 地 の 利 」、 そ し て 、「 次 世 代 を 担 う 子 ど も た ち 」 を 輝

か せ る た め の 施 策 を 進 め て ま い り ま し た 。  

「 農 林 畜 産 業 」 で は 、 ６ 次 産 業 化 の 推 進 に よ る 新 商 品 の 開

発 、「 地 の 利 」で は 、都 城 志 布 志 道 路 の 事 業 費 増 額 等 に よ る 整

備 促 進 や 、 平 成 ２ ８ 年 度 の 供 用 開 始 に 向 け た 山 之 口 ス マ ー ト

イ ン タ ー チ ェ ン ジ の 周 辺 整 備 、ま た 、「 次 世 代 を 担 う 子 ど も た

ち 」 で は 、 小 中 学 校 校 舎 等 の 耐 震 補 強 や 図 書 室 へ の 空 調 設 備

設 置 の ほ か 、 み や こ ん じ ょ 弁 ラ ジ オ 体 操 第 １ の 普 及 に よ る 愛

郷 心 の 醸 成 等 、 各 施 策 を 確 実 に 前 に 進 め て き た と こ ろ で あ り

ま す 。  

ま た 、 今 年 度 は 、 本 市 を こ れ ま で 以 上 に 対 外 的 に Ｐ Ｒ し て

い く た め の 取 組 も 強 化 し 、 ソ ラ シ ド エ ア の 機 体 に Ｐ Ｒ ロ ゴ と

ぼ ん ち く ん を 装 飾 し た 「 肉 と 焼 酎 の ふ る さ と 都 城 号 」 の 就 航

や 、 都 城 市 の Ｐ Ｒ ポ ス タ ー が 掲 示 さ れ た 東 京 モ ノ レ ー ル 企 画

電 車 の 運 行 等 を 行 い ま し た 。  

大 幅 に リ ニ ュ ー ア ル し た「 ふ る さ と 納 税 」に つ き ま し て は 、
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平 成 ２ ７ 年 １ 月 か ら １ ２ 月 ま で の 寄 附 実 績 に お い て 、 寄 附 総

額 、寄 附 件 数 と も に 市 町 村 別 で 日 本 一 と な る な ど 、「 肉 と 焼 酎

の ふ る さ と ・ 都 城 」 を 全 国 の 皆 さ ん に Ｐ Ｒ す る こ と が で き て

き て い る の で は な い か と 考 え て お り ま す 。  

平 成 ２ ８ 年 度 に お き ま し て も 、ま ず は 、こ れ ま で と 同 様 に 、

本 市 が 持 つ “ ３ つ の 宝 ” を 輝 か せ る た め の 施 策 を 、 よ り 一 層

進 め て い く と と も に 、 本 市 を 対 外 的 に Ｐ Ｒ し て い く 取 組 も 更

に 推 進 し て ま い り ま す 。ま た 、「 人 口 減 少 防 止 対 策 」、「 新 市 誕

生 １ ０ 周 年 記 念 事 業 」 に も 、 引 き 続 き 取 り 組 ん で い く と と も

に 、新 た に「“ ま ち ・ ひ と ・ し ご と 創 生 ”総 合 戦 略 」に 基 づ く

施 策 に 積 極 的 に 取 り 組 ん で ま い り ま す 。  

そ し て 、“ 笑 顔 あ ふ れ る ま ち ＝ ス マ イ ル シ テ ィ 都 城 ”を 創 り

上 げ る べ く 、 選 択 と 集 中 を 基 本 に 市 政 を 進 め 、 本 年 １ 月 に 新

市 誕 生 １ ０ 周 年 を 迎 え た 本 市 が 、 南 九 州 の リ ー デ ィ ン グ シ テ

ィ と し て 、 更 に 発 展 し て い く こ と を 目 指 し て ま い り ま す 。  
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（ 我 が 国 経 済 の 現 状 と 課 題 等 ）  

さ て 、 我 が 国 経 済 の 状 況 に つ き ま し て は 、 平 成 ２ ８ 年 度 の

政 府 経 済 見 通 し に よ り ま す と 、 平 成 ２ ７ 年 度 は 、『「 大 胆 な 金

融 政 策 」、「 機 動 的 な 財 政 政 策 」、「 民 間 投 資 を 喚 起 す る 成 長 戦

略 」 を 柱 と す る 経 済 財 政 政 策 の 推 進 に よ り 、 雇 用 ・ 所 得 環 境

が 改 善 し 、原 油 価 格 の 低 下 等 に よ り 交 易 条 件 が 改 善 す る 中 で 、

緩 や か な 回 復 基 調 が 続 い て い る 。』そ う し た 中 、『 政 府 は 、「 希

望 を 生 み 出 す 強 い 経 済 」、「 夢 を つ む ぐ 子 育 て 支 援 」、「 安 心 に

つ な が る 社 会 保 障 」 の 実 現 に 向 け 、 平 成 ２ ７ 年 １ １ 月 ２ ６ 日

に 「 一 億 総 活 躍 社 会 の 実 現 に 向 け て 緊 急 に 実 施 す べ き 対 策 」

を と り ま と め た 。 雇 用 ・ 所 得 環 境 が 改 善 す る 中 、 緊 急 対 策 等

の 効 果 も あ っ て 、 景 気 は 緩 や か な 回 復 に 向 か う こ と が 見 込 ま

れ る 。』 と さ れ て お り ま す 。  

ま た 、平 成 ２ ８ 年 度 の 経 済 財 政 運 営 に つ き ま し て は 、『 こ れ

ま で の ア ベ ノ ミ ク ス の 成 果 の 上 に 、「 デ フ レ 脱 却 ・ 経 済 再 生 」

と 「 財 政 健 全 化 」 を 双 方 共 に 更 に 前 進 さ せ る 。』 ま た 、『 こ れ
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ま で の 三 本 の 矢 を 束 ね て 一 層 強 化 し た 新 た な 第 一 の 矢 で あ る

「 希 望 を 生 み 出 す 強 い 経 済 」 を 推 進 し て い く 。 そ の 成 長 の 果

実 を 活 用 し て 、第 二 の 矢 の「 夢 を つ む ぐ 子 育 て 支 援 」、第 三 の

矢 の 「 安 心 に つ な が る 社 会 保 障 」 を 推 進 し 、 地 方 創 生 、 国 土

強 靱 化 、 女 性 の 活 躍 等 の 取 組 と あ い ま っ て 、 第 二 、 第 三 の 矢

が 「 強 い 経 済 」 に も 寄 与 す る メ カ ニ ズ ム を 通 じ て 、 新 ・ 三 本

の 矢 が 一 体 と な っ て 成 長 と 分 配 の 好 循 環 を 強 固 な も の と し て

い く 。』 と さ れ て い る と こ ろ で あ り ま す 。  

 

（ 平 成 ２ ８ 年 度 当 初 予 算 の 大 要 ）  

こ う し た 我 が 国 の 政 治 ・ 経 済 情 勢 等 も 踏 ま え て 編 成 し た 、

本 市 の 平 成 ２ ８ 年 度 当 初 予 算 に つ き ま し て は 、 国 ・ 県 と の 更

な る 連 携 を 強 化 し つ つ 、ま ず は 、７ つ の マ ニ フ ェ ス ト の 実 現 、

特 に 、 本 市 が 持 つ “ ３ つ の 宝 ” を 、 よ り 一 層 輝 か せ る た め の

各 種 施 策 や 、 本 市 を 対 外 的 に Ｐ Ｒ し て い く た め の 諸 施 策 に 予

算 配 分 を 行 う と と も に 、 人 口 減 少 防 止 対 策 、 新 市 誕 生 １ ０ 周
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年 記 念 事 業 等 に も 取 り 組 ん で ま い り ま す 。ま た 、こ れ に 加 え 、

新 た に “ ま ち ・ ひ と ・ し ご と 創 生 ” 総 合 戦 略 に 基 づ く 各 種 施

策 に も 積 極 的 に 取 り 組 ん で ま い り ま す 。  

そ の 一 方 で 、 行 財 政 改 革 の 推 進 等 に よ り 財 政 健 全 化 も 着 実

に 進 め 、 マ ニ フ ェ ス ト を 踏 ま え た 予 算 配 分 と 財 政 健 全 化 の 両

立 を 図 っ た 予 算 と な っ て お り 、ま さ に 、“ 南 九 州 の 拠 点 都 市 ＝

リ ー デ ィ ン グ シ テ ィ の 確 立 ”と  “ 笑 顔 あ ふ れ る ま ち ＝ ス マ イ

ル シ テ ィ 都 城 の 実 現 ” に 向 け て 、 本 市 の 更 な る 発 展 を 創 生 す

る た め の 予 算 、 す な わ ち 、「 ス マ イ ル シ テ ィ 都 城 ・ 創 生 予 算 」

と し て 編 成 し た と こ ろ で あ り ま す 。  

ま ず 、 本 市 が 持 つ “ ３ つ の 宝 ” を 、 よ り 一 層 輝 か せ る た め

の 各 種 施 策 に つ い て 御 説 明 い た し ま す 。  

第 １ の 宝 で あ る 「 農 林 畜 産 業 の 振 興 」 に つ き ま し て は 、 や

る 気 の あ る 農 林 畜 産 業 者 が 、 農 林 畜 産 物 の 付 加 価 値 を 高 め 、

農 業 所 得 の 向 上 に つ な が る ６ 次 産 業 化 に 取 り 組 む 場 合 に 、 積

極 的 に 支 援 す る た め の 事 業 と し て ５ 千 ４ ３ ４ 万 円 を 計 上 し 、
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儲 か る 農 業 の 実 現 に 向 け た 施 策 を 推 進 し て ま い り ま す 。  

ま た 、 全 国 和 牛 能 力 共 進 会 で の 日 本 一 獲 得 に 向 け た 取 組 等

を 支 援 す る た め の 事 業 に ７ 千 ７ ０ １ 万 円 を 計 上 す る と と も に 、

モ ン ゴ ル に お い て 都 城 産 宮 崎 牛 を Ｐ Ｒ す る 海 外 販 路 開 拓 支 援

事 業 に も 引 き 続 き 取 り 組 ん で ま い り ま す 。  

こ れ に 加 え 、 農 業 者 の 高 齢 化 、 担 い 手 不 足 等 の 課 題 に 向 け

た 取 組 と し て 、 農 業 後 継 者 等 へ の 支 援 を 行 う 事 業 に １ 千

１ ４ ０ 万 円 を 計 上 い た し ま し た 。  

さ ら に 、 生 産 コ ス ト の 低 減 や 農 業 者 の 高 齢 化 対 策 を 目 的 と

し た 防 除 用 無 人 ヘ リ の 導 入 支 援 事 業 に 取 り 組 む と と も に 、 平

成 ３ ２ 年 に 本 市 で 開 催 予 定 の 第 １ ５ 回 全 日 本 ホ ル ス タ イ ン 共

進 会 九 州 大 会 に 向 け て 、 全 日 本 ホ ル ス タ イ ン 共 進 会 出 品 対 策

事 業 に も 取 り 組 ん で ま い り ま す 。  

こ の ほ か 、「 農 業 基 盤 整 備 促 進 事 業 」や「 県 営 畑 地 帯 総 合 整

備 事 業 」等 に よ り 、ほ 場 区 画 の 拡 大 や 施 設 の 改 修 に 取 り 組 み 、

畑 作 営 農 の 確 立 を 図 る と と も に 、 日 本 型 直 接 支 払 制 度 の 多 面
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的 機 能 支 払 交 付 金 事 業 等 に よ り 、 農 業 ・ 農 村 の 多 面 的 機 能 を

維 持 し 、 地 域 農 業 の 発 展 と 食 糧 の 安 定 供 給 に 向 け 、 引 き 続 き

取 り 組 ん で ま い り ま す 。  

第 ２ の 宝 で あ る 「 地 の 利 の 活 用 策 」 に つ き ま し て は 、 都 城

志 布 志 道 路 の 早 期 全 線 開 通 に 向 け て 、 ５ 月 ２ ８ 日 に 開 催 予 定

の 総 決 起 大 会 に 要 す る 経 費 等 を 計 上 す る と と も に 、 平 成 ２ ８

年 度 に 完 成 予 定 の 山 之 口 ス マ ー ト イ ン タ ー チ ェ ン ジ の 整 備 及

び 利 活 用 促 進 の た め の 事 業 に １ 億 ２ 千 ３ ６ ３ 万 円 、 街 区
ま ち く

三 股
み ま た

線
せ ん

、鷹 尾
た か お

上 長
かみなが

飯 通
えとおり

線
せん

、甲 斐 元 通
か い も と ど お り

線
せ ん

の 歌 舞 伎
か ぶ き

橋
ば し

や 鷹 尾
た か お

都
みやこ

原 線
ば る せ ん

等

の 基 幹 道 路 等 の 整 備 に 約 ８ 億 円 を 計 上 し て お り 、 こ う し た 事

業 を 通 じ て 「 地 の 利 」 を 更 に 拡 大 さ せ 、 本 市 の 発 展 に つ な げ

て ま い り た い と 考 え て お り ま す 。  

ま た 、「 地 の 利 」を 生 か し た「 防 災 ・ 減 災 、後 方 支 援 」の 観

点 か ら 、 南 海 ト ラ フ 地 震 等 の 大 規 模 災 害 時 に お い て 本 市 が 後

方 支 援 拠 点 都 市 と し て の 役 割 を 果 た す た め 、 現 在 策 定 中 の 大

規 模 災 害 時 後 方 支 援 計 画 に 基 づ い た 図 上 訓 練 を 行 い 、 周 辺 自
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治 体 や 関 係 機 関 、 民 間 企 業 と の 災 害 時 に お け る 広 域 連 携 を 推

進 し 、平 常 時 か ら 顔 の 見 え る 関 係 の 構 築 を 図 っ て ま い り ま す 。 

さ ら に 、 防 災 ・ 減 災 、 後 方 支 援 の 拠 点 施 設 と な り 得 る 北 消

防 署 の 移 転 建 設 の た め の 事 業 を 進 め る と と も に 、 都 城 市 郡 医

師 会 病 院 の 敷 地 内 に 備 蓄 倉 庫 を 整 備 す る 災 害 時 拠 点 強 靱 化 緊

急 促 進 事 業 に 取 り 組 み 、 災 害 時 救 急 医 療 体 制 の 強 化 を 推 進 し

て ま い り ま す 。  

第 ３ の 宝 で あ る 「 人 間 力 あ ふ れ る 子 ど も た ち の 育 成 」 に つ

き ま し て は 、 Ａ Ｌ Ｔ に よ る 語 学 指 導 事 業 及 び 小 学 校 図 書 館 サ

ポ ー タ ー 配 置 事 業 の 拡 充 の ほ か 、 小 中 学 校 図 書 室 空 調 設 備 の

整 備 、 子 ど も 読 書 推 進 事 業 と し て 、 ブ ッ ク プ レ ゼ ン ト 事 業 や

「 絵 本 ・ 都 城 の 歴 史 」 作 成 事 業 、 電 子 絵 本 製 作 プ ロ ジ ェ ク ト

に 取 り 組 ん で ま い り ま す 。  

ま た 、 オ ー ス ト ラ リ ア と の 中 学 生 海 外 交 流 事 業 や Ｊ Ｆ Ａ こ

こ ろ の プ ロ ジ ェ ク ト 「 夢 の 教 室 」 に も 新 た に 取 り 組 ん で ま い

り ま す 。  
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こ れ に 加 え 、 国 指 定 史 跡 「 大 島
お お し ま

畠 田
は た け だ

遺 跡
い せ き

」 の 歴 史 公 園 整 備

を 引 き 続 き 進 め る と と も に 、 開 館 ２ ５ 周 年 を 迎 え る た ち ば な

天 文 台 の 開 館 記 念 事 業 を 実 施 し て ま い り ま す 。  

さ ら に 、 早 水 公 園 体 育 文 化 セ ン タ ー や 高 城 運 動 公 園 屋 内 競

技 場 の 整 備 、 山 之 口 運 動 公 園 体 育 館 の 改 修 等 に も 取 り 組 み 、

ス ポ ー ツ の 振 興 を 図 っ て ま い り ま す 。  

次 に 、 本 市 を こ れ ま で 以 上 に 対 外 的 に Ｐ Ｒ し て い く た め の

事 業 に つ い て 御 説 明 い た し ま す 。  

ま ず 、 ふ る さ と 納 税 に つ き ま し て は 、 平 成 ２ ７ 年 の 寄 附 総

額 ・ 寄 附 件 数 日 本 一 を 掲 げ 、 こ れ ま で 以 上 に 対 外 的 な Ｐ Ｒ ツ

ー ル と し て 活 用 し て い く と と も に 、 頂 い た 御 寄 附 を 各 種 施 策

に 活 用 し て 、 市 民 サ ー ビ ス の 更 な る 向 上 に つ な げ て ま い り ま

す 。 ま た 、 市 内 外 で 感 謝 祭 イ ベ ン ト 等 も 開 催 し 、 市 民 や 御 寄

附 を 頂 い た 方 々 等 へ 本 市 の ふ る さ と 納 税 に 更 に 関 心 を 持 っ て

頂 け る よ う に す る と と も に 、 地 場 産 業 の 活 性 化 等 、 ふ る さ と

納 税 の 大 き な 経 済 効 果 等 に つ い て も 、 更 に 普 及 啓 発 を 進 め て
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ま い り ま す 。  

次 に 、 ス ポ ー ツ 合 宿 や 文 化 合 宿 の 誘 致 に つ き ま し て は 、 平

成 ２ ８ 年 度 の 誘 致 目 標 で あ る ８ ０ 団 体 に 向 け て 、 こ れ ま で 以

上 に 積 極 的 に 取 り 組 ん で ま い り ま す 。  

ま た 、 肉 と 焼 酎 の ふ る さ と ・ 都 城 を 推 進 す る た め 、 ソ ラ シ

ド エ ア の 機 体 を 活 用 し た ソ ラ シ ド エ ア 「 空
そ ら

恋
こ い

」 活 用 プ ロ ジ ェ

ク ト や 東 京 モ ノ レ ー ル 企 画 電 車 活 用 プ ロ ジ ェ ク ト 、 浜 松 町 駅

沿 い 看 板 や 羽 田 空 港 電 飾 看 板 等 の み や こ ん じ ょ Ｐ Ｒ 看 板 設 置

プ ロ ジ ェ ク ト に 取 り 組 ん で ま い り ま す 。  

こ れ に 加 え 、 み や こ ん じ ょ Ｐ Ｒ 連 携 店 の 増 加 を 図 る と と も

に 、 同 郷 人 会 ネ ッ ト ワ ー ク 事 業 、 Ｌ ｏ ｖ ｅ  Ｌ ｅ ｔ ｔ ｅ ｒ

Ｐ ｒ ｏ ｊ ｅ ｃ ｔ  都 城 編 に も 引 き 続 き 取 り 組 ん で ま い り ま す 。 

さ ら に 、「 日 本 さ く ら 名 所 １ ０ ０ 選 」に 選 ば れ た 母 智 丘 公 園

の 桜 再 生 事 業 に ５ カ 年 計 画 で 取 り 組 む と と も に 、 山 田 ・ 高 崎

両 パ ー ク ゴ ル フ 場 初 の 共 同 開 催 に よ る 全 国 大 会 「 山 田 ・ 高 崎

パ ー ク ゴ ル フ 大 会 」 を 開 催 い た し ま す 。  



 

 12 / 20 
 

こ の ほ か 、 都 城 島 津 邸 が 文 化 庁 か ら 県 内 初 の 公 開 承 認 施 設

に 認 定 さ れ た こ と を 記 念 し た 企 画 展 を 開 催 す る と と も に 、 フ

ェ イ ス ブ ッ ク 等 の ソ ー シ ャ ル ネ ッ ト ワ ー キ ン グ サ ー ビ ス や

様 々 な メ デ ィ ア を 活 用 し 、 み や こ ん じ ょ の 魅 力 を 更 に 発 信 し

て ま い り ま す 。  

「 人 口 減 少 防 止 対 策 」 と い た し ま し て は 、 子 ど も ・ 子 育 て

支 援 事 業 計 画 に 基 づ き 、 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 法 に よ る 施 策 を

推 進 し 、 新 た に 、 子 育 て 応 援 総 合 サ イ ト の 開 設 や 不 妊 治 療 費

助 成 事 業 、 保 育 支 援 シ ス テ ム 導 入 に よ る 保 育 所 等 業 務 効 率 化

推 進 事 業 に 取 り 組 ん で ま い り ま す 。  

ま た 、 地 域 子 育 て 支 援 セ ン タ ー を ２ 箇 所 新 設 し 、 子 育 て 家

庭 の 支 援 を 充 実 さ せ る と と も に 、 法 人 立 放 課 後 児 童 ク ラ ブ を

更 に ５ 箇 所 追 加 設 置 し 、 放 課 後 児 童 ク ラ ブ 事 業 等 の 拡 充 を 図

り ま す 。  

こ れ に 加 え 、 フ ァ ミ リ ー サ ポ ー ト セ ン タ ー 利 用 料 の 一 部 を

助 成 し 、 子 育 て 家 庭 を 支 援 す る と と も に 、 保 育 所 ・ 幼 稚 園 等
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む し 歯 予 防 事 業 の 拡 充 を 図 り ま す 。  

さ ら に 、 子 育 て 世 代 就 職 支 援 事 業 や 妊 婦 乳 児 健 康 診 査 費 、

乳 幼 児 医 療 費 助 成 事 業 、 ホ ー ム ス タ ー ト 支 援 事 業 、 保 育 士 等

研 修 事 業 等 に も 引 き 続 き 取 り 組 ん で ま い り ま す 。  

次 に 、 健 康 増 進 対 策 事 業 に つ き ま し て は 、 こ け な い か ら だ

づ く り 講 座 の 更 な る 充 実 を 図 り 、 ま た 、 ウ ォ ー キ ン グ マ ッ プ

を 活 用 し た ウ ォ ー キ ン グ 推 進 事 業 に 取 り 組 む と と も に 、 健 康

増 進 施 設 利 用 券 の 対 象 施 設 に 山 田 ・ 高 崎 の 両 パ ー ク ゴ ル フ 場

を 追 加 し 、 制 度 の 拡 充 を 図 っ て ま い り ま す 。  

ま た 、 第 ６ 期 都 城 市 高 齢 者 福 祉 計 画 及 び 介 護 保 険 事 業 計 画

に 基 づ き 、 地 域 包 括 ケ ア シ ス テ ム の 充 実 を 図 り 、 介 護 予 防 事

業 の 強 化 に 取 り 組 む と と も に 、 国 民 健 康 保 険 事 業 に つ き ま し

て も 、 医 療 費 抑 制 に 向 け た 取 組 や 収 納 対 策 強 化 に よ り 、 安 定

的 な 運 営 に 努 め て ま い り ま す 。  

こ れ に 加 え 、 移 住 ・ 定 住 推 進 事 業 と し て 、 中 山 間 地 域 等 へ

の 住 宅 取 得 資 金 利 子 補 給 金 や お 試 し 滞 在 制 度 等 の 移 住 ・ 定 住
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推 進 事 業 、 地 域 お こ し 協 力 隊 を 活 用 し た 移 住 施 策 等 を 推 進 し

て ま い り ま す 。  

さ ら に 、 広 域 的 な 高 次 救 急 医 療 拠 点 で あ る 都 城 市 郡 医 師 会

病 院 を 核 に 、 関 係 機 関 と 連 携 し な が ら 、 地 域 医 療 の 充 実 に 努

め る と と も に 、企 業 立 地 に よ る 雇 用 の 場 の 確 保 に も 取 り 組 み 、

本 市 に 住 み た い と 思 っ て い た だ け る よ う な ま ち づ く り を 進 め

て い き た い と 考 え て お り ま す 。  

さ て 、 一 市 四 町 が 合 併 し 、 新 し い 都 城 市 が 誕 生 し て 、 今 年

１ 月 で 丸 １ ０ 年 を 迎 え ま し た が 、 こ れ を 記 念 し て 、 平 成 ２ ８

年 度 に お い て も 、「 新 市 誕 生 １ ０ 周 年 記 念 事 業 」と し て 様 々 な

事 業 を 実 施 し て ま い り ま す 。  

ま ず 、 大 相 撲 の 地 方 巡 業 と し て 、 本 市 で は １ ３ 年 振 り と な

る 大 相 撲 都 城 場 所 を 開 催 す る た め の 支 援 事 業 に 取 り 組 み ま す 。 

ま た 、 本 市 の 四 季 折 々 の 自 然 風 景 や 生 活 、 祭 事 、 伝 統 行 事

等 を 撮 影 し た 写 真 を 広 く 募 集 し 、 そ の 中 の 優 秀 な 作 品 を 活 用

し て カ レ ン ダ ー を 作 成 す る 、 ふ る さ と 都 城 フ ォ ト コ ン テ ス ト
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に 取 り 組 む と と も に 、 焼 肉 カ ー ニ バ ル と 同 時 開 催 の 花 火 大 会

に つ き ま し て も 、 更 な る 充 実 の た め の 支 援 を 拡 充 し 、 新 た な

観 光 客 の 増 加 を 目 指 し て ま い り ま す 。  

「“ ま ち・ひ と・し ご と 創 生 ”総 合 戦 略 」に 基 づ く 施 策 に つ

き ま し て は 、 国 の 地 方 創 生 加 速 化 交 付 金 等 も 活 用 し 、 都 城 広

域 移 住 ・ 定 住 促 進 パ ー ト ナ ー シ ッ プ 事 業 や 公 民 連 携 の ま ち づ

く り に よ る し ご と 創 生 事 業 、 焼 酎 産 業 成 長 加 速 化 事 業 、 宮 崎

県 イ ン バ ウ ン ド 対 策 事 業 、 ク ル ー ズ 船 寄 港 に よ る イ ン バ ウ ン

ド 推 進 事 業 、 婚 活 サ ポ ー ト 事 業 等 に 取 り 組 ん で ま い り ま す 。  

「 中 心 市 街 地 の 活 性 化 」 に つ き ま し て は 、 官 民 協 働 に よ る

中 心 市 街 地 中 核 施 設 の 整 備 を 進 め 、 そ の 中 で 、 新 し い 図 書 館

等 の 整 備 に も 着 手 し て ま い り ま す 。  

ま た 、 ま ち な か 活 性 化 プ ラ ン 事 業 に つ き ま し て は 、 タ ウ ン

マ ネ ー ジ ャ ー と 連 携 を 図 り な が ら 、 商 店 街 イ ル ミ ネ ー シ ョ ン

事 業 や 空 店 舗 リ フ ォ ー ム 事 業 費 補 助 事 業 、 公 募 提 案 型 事 業 支

援 事 業 等 に 取 り 組 ん で ま い り ま す 。  
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「 地 域 活 性 化 対 策 」 に つ き ま し て は 、 地 域 振 興 基 金 を 活 用

し た 地 域 活 性 化 事 業 と し て 、 庄 内 地 区 を は じ め と す る ６ 地 区

で 、総 額 ７ 千 １ ７ １ 万 ６ 千 円 の 事 業 が 予 定 さ れ て お り ま す が 、

こ れ に よ り 、 当 初 の 予 定 事 業 額 ２ 億 円 の ９ ９ ％ を 超 え る 執 行

が 見 込 ま れ て お り ま す 。  

な お 、 地 域 活 性 化 を 進 め る 上 で の 重 要 な 基 盤 で あ る 「 市 民

と 行 政 が 協 働 す る 地 域 社 会 」 の 実 現 に 向 け て 、 市 内 １ ５ 地 区

全 て で 設 置 さ れ る 予 定 の ま ち づ く り 協 議 会 の 円 滑 な 運 営 を 可

能 に す る た め 、 継 続 し て サ ポ ー ト し て い く と と も に 、 自 治 公

民 館 等 と の 更 な る 連 携 を 図 り 、 そ の 活 動 を 引 き 続 き 積 極 的 に

支 援 し て ま い り ま す 。  

ま た 、「 市 民 サ ー ビ ス の 更 な る 向 上 」を 図 る た め 、マ イ ナ ン

バ ー カ ー ド を 活 用 し て 、 各 種 証 明 書 が 全 国 の コ ン ビ ニ エ ン ス

ス ト ア で 発 行 可 能 と な る コ ン ビ ニ 交 付 サ ー ビ ス 事 業 に 取 り 組

む と と と も に 、 選 挙 に お け る 投 票 率 向 上 対 策 事 業 や 庄 内 地 区

で の 市 民 協 働 型 コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス 導 入 事 業 等 に 新 た に 取 り 組
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ん で ま い り ま す 。  

さ ら に 、 質 の 高 い 接 遇 を 提 供 す る た め の 職 員 接 遇 等 向 上 事

業 や 新 文 書 管 理 構 築 事 業 に も 、 引 き 続 き 取 り 組 ん で ま い り ま

す 。  

こ れ に 加 え 、 特 色 あ る 主 な 事 業 と し ま し て は 、 祝 吉 地 区 公

民 館 建 設 事 業 、 総 合 文 化 ホ ー ル 駐 車 場 整 備 事 業 、 都 城 運 動 公

園 内 の 野 球 場 整 備 事 業 、 高 崎 総 合 支 所 庁 舎 利 活 用 事 業 等 に 取

り 組 ん で ま い り ま す 。  

平 成 ２ ８ 年 度 に お き ま し て は 、 以 上 の よ う な 各 種 施 策 に 取

り 組 ん で い く こ と と し て お り 、 そ の 結 果 、 平 成 ２ ８ 年 度 当 初

予 算 は 、 一 般 会 計 に つ き ま し て は ７ ９ ０ 億 ９ 千 万 円 と な り 、

ま た 、 特 別 会 計 、 企 業 会 計 を 加 え た 全 会 計 で は １ 千 ３ １ ２ 億

７ 千 ３ ５ ７ 万 ５ 千 円 と な っ て お り ま す 。  

 一 般 会 計 予 算 に 関 し ま し て 、 歳 出 面 で は 、 中 心 市 街 地 中 核

施 設 整 備 支 援 事 業 や 北 消 防 署 移 転 建 設 事 業 が 増 加 し た も の の 、

高 城 運 動 公 園 整 備 事 業 や 上 長 飯 小 学 校 建 設 事 業 等 が 減 少 し た
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こ と 等 に よ り 、 投 資 的 経 費 が ４ 千 万 円 減 少 し て １ ０ ２ 億 ９ 千

万 円 と な り ま し た 。し か し な が ら 、扶 助 費 が 、「 子 ど も・子 育

て 支 援 法 」 に 基 づ く 施 策 等 に よ り 、 前 年 度 当 初 に 比 べ て １ ９億

５ 千 万 円 増 加 し て ２ ０ ７ 億 円 と な り 、 ま た 、 物 件 費 に つ き ま

し て も 、 ふ る さ と 納 税 推 進 事 業 の 増 加 等 に よ り ２ １ 億 ７ 千 万

円 増 加 し 、 １ ２ ０ 億 ８ 千 万 円 と な っ て お り ま す 。  

 歳 入 面 で は 、 市 税 に つ き ま し て は 、 前 年 度 当 初 に 比 べ て   

３ 億 ９ 千 万 円 増 加 し 、 １ ８ １ 億 ４ 千 万 円 と 見 込 ん で お り 、 ま

た 、 地 方 交 付 税 に つ き ま し て は 、 前 年 度 当 初 に 比 べ て ３ 億

７ 千 万 円 減 の １ ８ ０ 億 ５ 千 万 円 、 国 ・ 県 支 出 金 に つ き ま し て

は 、子 ど も の た め の 教 育・保 育 給 付 費 負 担 金 の 増 加 等 に よ り 、

２ ８ 億 ５ 千 万 円 増 の １ ９ ７ 億 円 を 見 込 ん で お り ま す 。  

 ま た 、 新 規 市 債 発 行 額 に つ き ま し て は 、 臨 時 財 政 対 策 債 や

学 校 建 設 事 業 及 び 地 域 振 興 基 金 に 係 る 合 併 特 例 事 業 債 の 減 少

等 に よ り 、 前 年 度 当 初 に 比 べ て １ ２ 億 ５ 千 万 円 減 少 し 、 ６ ２億

７ 千 万 円 と な っ て お り ま す 。  
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な お 、 平 成 ２ ８ 年 度 末 の 全 会 計 の 市 債 残 高 見 込 み に つ き ま

し て は 、 合 併 直 後 の 平 成 １ ７ 年 度 末 の １ 千 ３ ２ ０ 億 ７ 千 万 円

に 比 べ て ２ ０ １ 億 ４ 千 万 円 減 少 し 、 １ 千 １ １ ９ 億 ３ 千 万 円 と

な っ て お り 、 着 実 に 財 政 健 全 化 を 進 め て お り ま す が 、 今 後 と

も 引 き 続 き 、 行 財 政 改 革 の 推 進 等 に 取 り 組 む と と も に 、 本 市

に と っ て 負 担 の 低 い 地 方 債 、 す な わ ち 、 臨 時 財 政 対 策 債 や 合

併 特 例 事 業 債 の 活 用 等 に よ り 、 財 政 健 全 化 を 図 っ て ま い り ま

す 。  

 

（ む す び ）  

  以 上 、 今 後 の 市 政 運 営 に 対 す る 基 本 的 な 考 え 方 と 平 成 ２ ８

年 度 当 初 予 算 の 大 要 に つ い て 御 説 明 い た し ま し た 。  

 私 は 、 本 市 が 持 つ “ ３ つ の 宝 ” を 、 よ り 一 層 輝 か す た め の

施 策 や 人 口 減 少 防 止 対 策 、 本 市 を こ れ ま で 以 上 に 対 外 的 に Ｐ

Ｒ し て い く 施 策 等 の 各 種 施 策 を 確 実 に 実 施 し て い け ば 、 本 市

は 必 ず や  “ 南 九 州 の 拠 点 都 市 ＝ リ ー デ ィ ン グ シ テ ィ ”と し て
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の 地 位 を 確 立 し 、“ 市 民 の 笑 顔 が あ ふ れ る ま ち ＝ ス マ イ ル シ テ

ィ 都 城 ” を 実 現 す る こ と が で き る と 確 信 し て お り ま す 。  

 し た が い ま し て 、 平 成 ２ ８ 年 度 に お き ま し て も 、 市 民 の 皆

様 の 御 理 解 の も と 、 “ 笑 顔 あ ふ れ る ま ち ＝ ス マ イ ル シ テ ィ 都

城 ” の 実 現 に 向 け て 、 初 心 を 忘 れ ず 、 あ ら ゆ る こ と に 本 気 で

挑 戦 し 、 全 身 全 霊 で 本 市 の 更 な る 発 展 に 取 り 組 ん で ま い る 所

存 で あ り ま す の で 、 市 民 の 皆 様 及 び 議 員 各 位 の よ り 一 層 の 御

理 解 と 御 協 力 を よ ろ し く お 願 い 申 し 上 げ 、 私 の 施 政 方 針 と い

た し ま す 。  


